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研究成果の概要（和文）：爆発的な火山噴火では火山灰と火山ガスからなる噴煙が大気中へと放

出される．本研究では，噴火の強さと噴煙高度の関係，及び，噴火の強さと火砕流の発生条件

を３次元数値シミュレーションによって求めた．また，その結果を基に，大規模計算を行わな

くても簡易に噴煙高度や火砕流発生条件を見積もれる１次元解析モデルを改良することに成功

した． 
 
研究成果の概要（英文）：During explosive volcanic eruptions, a mixture of volcanic ash and 
gases is ejected from the volcanic vent into the atmosphere. In this study, I have developed 
a 3-D numerical model of the eruption cloud dynamics and estimated the relationship 
between the explosive intensity and the column height and the column collapse condition. 
On the basis of the 3-D simulation results, I have suggested a simplified model which 
predicts the column height and the column collapse condition. 
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１．研究開始当初の背景 
 爆発的火山噴火では，噴煙柱や火砕流とい
った噴煙ダイナミクスが特徴的である．噴煙
の最高高度や半径の拡大速度は噴火の強さ
の指標になるため，それらの関係を求めるこ
とは火山学上のみならず防災上も最重要課
題として挙げられている． 

噴煙ダイナミクスを理解するために，これ
までには１次元モデルが提案されおり，その
定性的理解がされていた．また，最近では噴
煙の３次元数値モデルが提案され，乱流混合

の３次元的構造が噴煙ダイナミクスを大き
く支配することが明らかになってきた．しか
し，まだ計算精度が低いため実際の噴煙の観
測量と計算結果を比較したり，噴火強度と噴
煙高度の関係を定量的に議論するに至って
いない． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，実際の噴煙挙動と定量的に比
較可能な３次元数値モデルを構築すること
を目的とする．そのため，噴煙ダイナミクス
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